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対 象 施 設 横浜市磯子地区センター

対 象 期 間 平成29年4月1日～平成30年3月31日

指定管理者 一般社団法人  磯子区区民利用施設協会

実 施 日 平成29年6月23日、8月25日、10月27日、12月15日、平成30年2月23日、4月20日

点 検 方 法 現地視察及び館長等ヒアリング、その他書類調査

講 評

○年間を通じて、利用者への安全・安心な管理運営が図られており、照明器具のLED
化やこまめな照明・空調の調整など、環境への配慮や光熱水費の削減といった運営手
法の工夫に努めている。

○区民教養講座、ワンパク講座のほか、老人福祉センター合築施設として、趣味の教
室やロビーコンサート、フェスティバルなど多種多様な自主事業を、他の施設や団体と
共同で企画・開催するなどして実施している。

○設備等の老朽化も懸念されるため、長期的・計画的な修繕対応の実施など、施設の
長寿命化に向けた取り組みをお願いしたい。

指 摘 事 項 特になし

改 善 状 況 特になし

添 付 資 料 業務点検結果シート（別紙）

平成29年度　管理運営業務点検報告書
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業務点検結果シート（平成29年度総括） 施設名　横浜市磯子地区センター

頻度 点検項目 点検内容 点検結果

利用料金収入実績 収入実績、目標達成状況 前年比269,595円増収（28年度：2,452,195円）

利用者実績
開館日数、入館者数、利用層別利用数、居住
区別利用数、その他利用数

地区センター入館者数
前年比10,826人増（28年度：182,680人）

会議室等稼働率 部屋別等の稼働率 良好

指定管理料の支出金額、執行率 適正

ニーズ対応費執行状況（品目、数量、金額） 適正

自主事業実施状況
募集対象、事業名、開催回数、参加人員、経
費、１人あたり参加費、講師謝金、事業計画書
の自主事業計画との整合性

適正

運営体制 館長、指導員(副館長）、スタッフの勤務実績 適正

施設の管理状況
点検実施日、点検内容、点検結果、対応状況
事業計画書どおりの適切な管理の実施（第三
者への委託状況等）

適正

修繕の実施状況 施設修繕の実施状況 適正

備品 備品（Ⅰ種）の購入・廃棄状況 適正

広聴、ニーズ把握
広聴（窓口、電話、ご意見箱、アンケート、市コールセ
ンターへの意見・要望等）や利用者ニーズ、苦情等
の把握状況と対応、掲示の有無等

適正

サービス向上
経費節減

サービス向上の取組状況、経費節減の取組状
況

適正

巡視点検 受付窓口の状況、館内の状況等 適正

運営目標の実績評価
運営に対する自己評価

事業計画作成時に設定した運営目標に対する実績
目標と実績に差異が生じている場合の改善計画

適正

利用方法 利用要綱や利用案内の内容、備付け状況等 適正

個人情報保護
個人情報保護取扱特記事項の取組状況、研修
の実施、誓約書の提出

適正

緊急時対策 緊急時対策マニュアルの作成・運用状況 適正

防犯・防災対策マニュアルの作成・運用状況 適正

消防計画の作成・提出状況 適正

保険 施設賠償責任保険への加入状況 適正

その他研修等の報告 職員等に対する研修の実施状況 適正

本市重要施策への実
現に向けての取組状
況

横浜市一般廃棄物処理基本計画に沿った取組、市
内中小企業への優先発注、環境政策、障害者福祉
政策、男女共同参画政策等の取組状況

適正

地区センター委員会
利用者会議

日時、場所、出席者、議題、意見等 適正（委員会２回、利用者会議３回開催）

事故等の発生状況 日時、発生状況、対応、再発防止策の検討 適正

損害賠償 損害賠償の発生状況 発生なし

不可抗力 不可抗力発生に伴う影響 発生なし

情報公開 件名、申請状況、対応状況 なし

喫緊の対応が必要又は
特に重要な意見、要望

すぐに対応が必要な意見、要望 なし

特に重要な施設の維持
管理、修繕に関すること

利用の制限を伴うなど、重要な施設の維持管
理、修繕に関する状況

なし

改善指導事項

特になし

特
筆
す
べ
き
事
項

サービス向上や経費節減等の取組事項

・２階、３階の諸室及び廊下照明のLED化を実施し、電気代の大幅な
削減及び照明器具の長寿命化に寄与しました。
・中２階ギャラリーを改装し、中学生の学習やサークルの打合せ等に
活用できるスペースを確保しました。

毎月

四半期

指定管理料の執行

年１回
防犯・防災対策

随時
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